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(57)【要約】
【課題】　壊れにくいＬＥＤ装置を提供する。
【解決手段】　本発明は、複数個の同極性直列接続式Ｌ
ＥＤ（１０１）のセットの両端に電圧制限素子（１０５
）を並列接続することによって、電圧制限素子（１０５
）を共用する。また、各ＬＥＤ（１０１）の両端に別々
に均圧抵抗（１０７）を並列接続することによりＬＥＤ
（１０１）を過電圧から保護し、電源から来るサージ電
圧が現れるとき共用の電圧制限素子（１０５）を通して
吸収することによって、各ＬＥＤ（１０１）が瞬間的な
過電圧及び過電流により壊れることを防ぐ。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２個以上の同極性直列接続式ＬＥＤセットの両端に共用の電圧制限素子を並列接続する
とともに、各ＬＥＤの両端に均圧抵抗を並列接続することによって構成される発光素子ユ
ニットを有するＬＥＤ装置であって、
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、２個以上の前記ＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接
続した両端に、１個の共用の前記電圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各前
記ＬＥＤ（１０１）の両端に前記均圧抵抗（１０７）を並列接続することによって構成さ
れていることを特徴とするＬＥＤ装置。
【請求項２】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、２個以上の前記ＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接
続した両端に、１個の共用の前記電圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各前
記ＬＥＤ（１０１）の両端に前記均圧抵抗（１０７）を並列接続することによって構成さ
れ、
　複数個の前記発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続する
ことによって構成された発光素子セットを有することを特徴とする請求項１に記載のＬＥ
Ｄ装置。
【請求項３】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、２個以上の前記ＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接
続した両端に、１個の共用の前記電圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各前
記ＬＥＤ（１０１）の両端に前記均圧抵抗（１０７）を並列接続することによって構成さ
れ、
　２個の前記発光素子ユニットは、互いに逆極になるように直列接続されていることを特
徴とする請求項１に記載のＬＥＤ装置。
【請求項４】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、２個以上の前記ＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接
続した両端に、１個の共用の前記電圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各前
記ＬＥＤ（１０１）の両端に前記均圧抵抗（１０７）を並列接続することによって構成さ
れ、
　前記発光素子セットは、複数個の前記発光素子ユニットを同極になるように直列接続ま
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たは直列・並列接続することによって構成され、
　２個以上の前記発光素子セットは、互いに逆極になるように直列接続されていることを
特徴とする請求項２に記載のＬＥＤ装置。
【請求項５】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、２個以上の前記ＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接
続した両端に、１個の共用の前記電圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各前
記ＬＥＤ（１０１）の両端に前記均圧抵抗（１０７）を並列接続することによって構成さ
れ、
　２個の前記発光素子ユニットは、互いに逆極になるように直列接続され、
　２個の前記発光素子ユニットの両端に別々に接続する逆極性並列接続式ダイオード（１
０６）をさらに備えていることを特徴とする請求項３に記載のＬＥＤ装置。
【請求項６】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、２個以上の前記ＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接
続した両端に、１個の共用の前記電圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各前
記ＬＥＤ（１０１）の両端に前記均圧抵抗（１０７）を並列接続することによって構成さ
れ、
　前記発光素子セットは、複数個の前記発光素子ユニットを同極になるように直列接続ま
たは直列・並列接続することによって構成され、
　２個以上の前記発光素子セットは、互いに逆極になるように直列接続され、
　逆極になるように直列接続された２個以上の前記発光素子セットのうち、同極になるよ
うに直列接続または直列・並列接続された１個または複数個の前記発光素子セットの両端
に別々に接続する逆極性並列接続式ダイオード（１０６）をさらに備えていることを特徴
とする請求項４に記載のＬＥＤ装置。
【請求項７】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
　前記発光素子ユニットは、前記ＬＥＤの両端に前記電圧制限素子および前記均圧抵抗を
並列接続することによって構成され、
　２個以上の前記発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続す
ることによって構成された発光素子セットを有することを特徴とする請求項１に記載のＬ
ＥＤ装置。
【請求項８】
　前記ＬＥＤ（１０１）は発光ダイオードによって構成され、
　前記電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降す
る半導体素子によって構成され、
　前記均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各前記ＬＥＤの両端に並列
接続され、
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　前記発光素子ユニットは、前記ＬＥＤの両端に前記電圧制限素子および前記均圧抵抗を
並列接続することによって構成され、
　前記発光素子セットは、２個以上の前記発光素子ユニットを同極になるように直列接続
または直列・並列接続することによって構成され、
　２個以上の前記発光素子セットは、互いに逆極になるように直列接続されていることを
特徴とする請求項７に記載のＬＥＤ装置。
【請求項９】
　前記ＬＥＤ（１０１）は、１個の発光ダイオードから構成されるか、或いは、互いに直
列接続または並列接続または直列・並列接続された複数個の発光ダイオードからなるＬＥ
Ｄユニットから構成されていることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載のＬ
ＥＤ装置。
【請求項１０】
　前記電圧制限素子（１０５）は、ツェナーダイオード、バリスタ、順方向電圧降下を持
つダイオード、および、逆極性順方向電圧降下を持つツェナーダイオードのうち１個から
構成されるか、或いは、ツェナーダイオード、バリスタ、順方向電圧降下を持つダイオー
ド、および、逆極性順方向電圧降下を持つツェナーダイオードのうち少なくとも一種以上
であり且つ複数個の素子が互いに同極になるように直列接続または並列接続または直列・
並列接続されてなる素子ユニットから構成されていることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか一項に記載のＬＥＤ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、直列接続された複数個のＬＥＤを備えているＬＥＤ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のＬＥＤ装置は、ＬＥＤの両端に例えばツェナーダイオード等の電圧制限素子を並
列接続することによって構成した発光素子ユニットを有し、ＬＥＤにかかる電圧が異常に
上昇するときツェナーダイオードにより異常電圧を吸収する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－０７２４３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ＬＥＤの両端にツェナーダイオードを並列接続することによって構成した複数個の発光
素子ユニットを直列接続または直列・並列接続することによって発光素子セットを構成す
る場合、ＬＥＤまたはツェナーダイオードの特性が異なることに起因して電圧分布が不均
一であるために異常高電圧になったとき、受け端の電圧が比較的高いＬＥＤを通過する電
流が大きくなるため、ＬＥＤ装置が壊れるという欠点がある。
　本発明は、壊れにくいＬＥＤ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、複数個の同極性直列接続式ＬＥＤセットの両端に電圧制限素子を並列接続す
ることによって、電圧制限素子を共用することを特徴としている。また、各ＬＥＤの両端
に別々に均圧抵抗を並列接続することにより、ＬＥＤを過電圧から保護することを特徴と
している。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】従来のＬＥＤ装置であって、１個のＬＥＤと１個の電圧制限素子とを並列接続す
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ることによって発光素子ユニットを構成し、２個以上の発光素子ユニットを同極になるよ
うに直列接続することにより発光素子セットを構成するＬＥＤ装置を示す模式図である。
【図２】従来のＬＥＤ装置であって、２個の発光素子セットを逆極になるように直列接続
することによって構成されたＬＥＤ装置を示す模式図である。
【図３】本発明の第１実施形態によるＬＥＤ装置であって、２個以上の同極性直列接続式
ＬＥＤセットの両端に１個の共用の電圧制限素子を並列接続するとともに、各ＬＥＤの両
端に均圧抵抗を並列接続することによって発光素子ユニットを構成するＬＥＤ装置を示す
模式図である。
【図４】本発明の第２実施形態によるＬＥＤ装置であって、図３に示す発光素子ユニット
の複数個を同極になるように直列接続または直列・並列接続することによって、発光素子
セットを構成するＬＥＤ装置を示す模式図である。
【図５】本発明の第３実施形態によるＬＥＤ装置であって、図３に示す発光素子ユニット
の複数個を逆極になるように直列接続するＬＥＤ装置を示す模式図である。
【図６】本発明の第４実施形態によるＬＥＤ装置であって、図４に示す発光素子セットの
複数個を逆極になるように直列接続するＬＥＤ装置を示す模式図である。
【図７】本発明の第５実施形態によるＬＥＤ装置であって、図５に示す両発光素子ユニッ
トの両端に別々に接続する逆極性並列接続式ダイオードを備えるＬＥＤ装置を示す模式図
である。
【図８】本発明の第６実施形態によるＬＥＤ装置であって、図６に示す逆極になるように
直列接続された２個以上の発光素子セットのうち、同極になるように直列接続された複数
個の発光素子セットの両端に別々に接続された逆極性並列接続式ダイオードを備えるＬＥ
Ｄ装置を示す模式図である。
【図９】本発明の第７実施形態によるＬＥＤ装置であって、２個以上のＬＥＤと電圧制限
素子および均圧抵抗とを並列接続することにより構成された発光素子ユニットを、同極に
なるように直列接続または直列・並列接続することによって発光素子セットを構成するＬ
ＥＤ装置を示す模式図である。
【図１０】本発明の第８実施形態によるＬＥＤ装置であって、図９に示す発光素子セット
の２個を逆極になるように直列接続するＬＥＤ装置を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本発明におけるＬＥＤは、発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄ
ｅ）の略称である。
　従来のＬＥＤ装置は、ＬＥＤの両端に例えばツェナーダイオード等の電圧制限素子を並
列接続することによって発光素子ユニットを構成し、ＬＥＤにかかる電圧が異常に上昇す
るときツェナーダイオードにより異常電圧を吸収する。ところが、ＬＥＤの両端にツェナ
ーダイオードを並列接続することによって構成した複数個の発光素子ユニットを直列接続
または直列・並列接続することによって発光素子セットを構成する場合、ＬＥＤまたはツ
ェナーダイオードの特性が異なることに起因して電圧分布が不均一であるために異常高電
圧になったとき、受け端の電圧が比較的高いＬＥＤを通過する電流が大きくなるために、
ＬＥＤ装置が壊れるという欠点がある。
【０００８】
　本発明は、複数個の同極性直列接続式ＬＥＤセットの両端に電圧制限素子を並列接続す
ることによって、電圧制限素子を共用する。また、各ＬＥＤの両端に別々に均圧抵抗を並
列接続することによりＬＥＤを過電圧から保護し、電源から来るサージ電圧が現れるとき
共用の電圧制限素子を通して吸収することによって、各ＬＥＤが瞬間的な過電圧及び過電
流により壊れることを防ぐ。
【０００９】
　図１に、従来の回路であって、１個のＬＥＤと１個の電圧制限素子を並列接続すること
により発光素子ユニットを構成し、２個以上の発光素子ユニットを同極になるように直列
接続することにより発光素子セットを構成する回路の模式図を示す。
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【００１０】
　図１に、１個のＬＥＤと１個のツェナーダイオードとを同極になるように並列接続する
ことにより発光素子ユニットを構成し、２個以上の発光素子ユニットを同極になるように
直列接続または直列・並列接続することにより従来の発光素子セットを構成することを示
す。
【００１１】
　図２に、従来のＬＥＤ装置であって、２個の発光素子セットを逆極になるように直列接
続することによって構成されたＬＥＤ装置の模式図を示す。
　図２に、１個のＬＥＤと１個のツェナーダイオードとを並列接続することにより発光素
子ユニットを構成し、２個以上の発光素子ユニットを同極になるように直列接続すること
により発光素子セットを構成し、２個以上の発光素子セットを逆方向に直列接続すること
により従来のＬＥＤ装置を構成することを示す。
【００１２】
（第１実施形態）
　図３に、本発明の第１実施形態によるＬＥＤ装置であって、２個以上の同極性直列接続
式ＬＥＤセットの両端に１個の共用の電圧制限素子を並列接続するとともに、各ＬＥＤの
両端に均圧抵抗を並列接続することによって発光素子ユニットを構成するＬＥＤ装置の模
式図を示す。
　図３の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各ＬＥＤの両端と並列接続する
。
　２個以上のＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接続した両端に、１個の共用の電
圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各ＬＥＤ（１０１）の両端に均圧抵抗（
１０７）を並列接続することによって、発光素子ユニットを構成する。
【００１３】
（第２実施形態）
　図４に、本発明の第２実施形態によるＬＥＤ装置であって、図３に示す発光素子ユニッ
トの複数個を同極になるように直列接続または直列・並列接続することによって、発光素
子セットを構成するＬＥＤ装置の模式図を示す。
　図４の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各ＬＥＤの両端と並列接続する
。
　２個以上のＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接続した両端に、１個の共用の電
圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各ＬＥＤ（１０１）の両端に均圧抵抗（
１０７）を並列接続することによって、発光素子ユニットを構成する。
　複数個の発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続すること
によって、発光素子セットを構成する。
【００１４】
（第３実施形態）
　図５に、本発明の第３実施形態によるＬＥＤ装置であって、図３に示す発光素子ユニッ
トの複数個を逆極になるように直列接続するＬＥＤ装置の模式図を示す。
　図５の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
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導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各ＬＥＤの両端と並列接続する
。
　２個以上のＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接続した両端に、１個の共用の電
圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各ＬＥＤ（１０１）の両端に均圧抵抗（
１０７）を並列接続することによって、発光素子ユニットを構成する。
　２個の発光素子ユニットは、逆極になるように直列接続されている。
【００１５】
（第４実施形態）
　図６に、本発明の第４実施形態によるＬＥＤ装置であって、図４に示す発光素子セット
の複数個を逆極になるように直列接続するＬＥＤ装置の模式図を示す。
　図６の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各ＬＥＤの両端と並列接続する
。
　２個以上のＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接続した両端に、１個の共用の電
圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各ＬＥＤ（１０１）の両端に均圧抵抗（
１０７）を並列接続することによって、発光素子ユニットを構成する。
　複数個の発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続すること
によって、発光素子セットを構成する。
　２個以上の発光素子セットは、逆極になるように直列接続されている。
【００１６】
（第５実施形態）
　図７に、本発明の第５実施形態によるＬＥＤ装置であって、図５に示す両発光素子ユニ
ットの両端に別々に接続する逆極性並列接続式ダイオードを備えるＬＥＤ装置の模式図を
示す。
　図７の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各ＬＥＤの両端と並列接続する
。
　２個以上のＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接続した両端に、１個の共用の電
圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各ＬＥＤ（１０１）の両端に均圧抵抗（
１０７）を並列接続することによって、発光素子ユニットを構成する。
　２個の発光素子ユニットは、逆極になるように直列接続されている。
　逆極性並列接続式ダイオード（１０６）は、発光素子ユニットの両端に別々に接続され
ている。
【００１７】
（第６実施形態）
　図８に、本発明の第６実施形態によるＬＥＤ装置であって、図６に示す逆極になるよう
に直列接続された２個以上の発光素子セットのうち、同極になるように直列接続された複
数個の発光素子セットの両端に別々に接続された逆極性並列接続式ダイオードを備えるＬ
ＥＤ装置の模式図を示す。
　図８の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
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　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、各ＬＥＤの両端と並列接続する
。
　２個以上のＬＥＤ（１０１）を同極になるように直列接続する両端に、１個の共用の電
圧制限素子（１０５）を並列接続するとともに、各ＬＥＤ（１０１）の両端に均圧抵抗（
１０７）を並列接続することによって、発光素子ユニットを構成する。
　複数個の発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続すること
によって、発光素子セットを構成する。
　２個以上の発光素子セットは、逆極になるように直列接続されている。
　逆極性並列接続式ダイオード（１０６）は、逆極になるように直列接続された２個以上
の発光素子セットのうち、同極になるように直列接続または直列・並列接続された複数個
の発光素子セットの両端に別々に接続されている。
【００１８】
（第７実施形態）
　図９に、本発明の第７実施形態によるＬＥＤ装置であって、２個以上のＬＥＤと電圧制
限素子および均圧抵抗とを並列接続することにより構成された発光素子ユニットを、同極
になるように直列接続または直列・並列接続することによって発光素子セットを構成する
ＬＥＤ装置の模式図を示す。
　図９の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、ＬＥＤの両端に並列接続されて
いる。
　ＬＥＤと電圧制限素子および均圧抵抗とを並列接続することによって、発光素子ユニッ
トを構成する。
　２個以上の発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続するこ
とによって、発光素子セットを構成する。
【００１９】
（第８実施形態）
　図１０に、本発明の第８実施形態によるＬＥＤ装置であって、図９に示す発光素子セッ
トの２個を逆極になるように直列接続するＬＥＤ装置の模式図を示す。
　図１０の主な構成は下記を含む。
　ＬＥＤ（１０１）は、発光ダイオードによって構成されている。
　電圧制限素子（１０５）は、過電圧となったときインピーダンスが速やかに下降する半
導体素子、例えばツェナーダイオードまたはバリスタによって構成されている。
　均圧抵抗（１０７）は、電阻性素子によって構成され、ＬＥＤの両端と並列接続してい
る。
　ＬＥＤと電圧制限素子および均圧抵抗とを並列接続することによって、発光素子ユニッ
トを構成する。
　２個以上の発光素子ユニットを同極になるように直列接続または直列・並列接続するこ
とによって、発光素子セットを構成する。
　２個以上の発光素子セットは、逆極になるように直列接続されている。
【００２０】
　上述の実施形態によるＬＥＤ装置の電源は、定電流電源、定電圧電源、電流電源制限、
限圧電源または電流または電圧の制御が行われていない電源を用いることができる。ただ
し本発明の電圧制限素子の稼働に合わせて、電源出力側の本体の中にあるインピーダンス
、または電源出力端と負荷との間にインピーダンス素子を連続設置することによって、電
源や電圧が変動するとき、電圧制限素子を流れる電流を通して、インピーダンス素子の両
端で電圧降下を変化させることにより、ＬＥＤ装置の両端の電圧を調節する。
【００２１】
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（他の実施形態）
　本発明の他の実施形態では、ＬＥＤ（１０１）は、１個の発光ダイオードから構成され
るか場合のみならず、互いに直列接続または並列接続または直列・並列接続された複数個
の発光ダイオードからなるＬＥＤユニットから構成されてもよい。
【００２２】
　本発明の他の実施形態では、電圧制限素子（１０５）は、ツェナーダイオード、バリス
タ、順方向電圧降下を持つダイオード、および、逆極性順方向電圧降下を持つツェナーダ
イオードのうち１個から構成されること、および、ツェナーダイオード、バリスタ、順方
向電圧降下を持つダイオード、および、逆極性順方向電圧降下を持つツェナーダイオード
のうち少なくとも一種以上であり且つ複数個の素子が互いに同極になるように直列接続ま
たは並列接続または直列・並列接続されてなる素子ユニットから構成されることを含む。
【符号の説明】
【００２３】
　１０１・・・ＬＥＤ
　１０５・・・電圧制限素子
　１０６・・・ダイオード
　１０７・・・均圧抵抗

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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